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（独）情報処理推進機構 ソフトウェアの海外取引動向に関する調査 

 

� ご回答対象者 

本調査は、昨年度まで、（社）情報サービス産業協会、（社）電子情報技術産業協会、

（社）コンピュータソフトウェア協会（旧：（社）日本パーソナルコンピュータソフトウ

ェア協会）の共同調査として実施されていた「コンピュータソフトウェア分野における

海外取引および外国人就労等に関する実態調査」の内容を引き継ぐ調査として実施され

ております。そのため、本アンケートは、御社において、オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発のののの状況状況状況状況をををを含含含含めめめめ

たたたた、、、、ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアのののの海外海外海外海外取引状況取引状況取引状況取引状況をををを把把把把握握握握しておられるしておられるしておられるしておられる方方方方にご回答願います。 

 

� ご回答にあたって 

- 本アンケートには、調査の趣旨を説明した文書（A4・1枚）が同封されております。

アンケートにご回答いただく前に、そちらの文書をご一読いただければ幸いです。 

- ご回答は、本アンケートの回答欄にご記入ください。設問によっては、記入例や記入

方法の説明がありますので、そちらをよくお読みいただいた上で、ご回答ください。 

- ご記入後は、本アンケート票を、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、平成平成平成平成 19 年年年年

9 月月月月 28 日日日日（（（（金金金金））））までまでまでまでにご投函いただきますようお願い致します。なお、ご事情によ

り、回答が遅れるなどの場合には、下記連絡先までご連絡ください。 

- 本調査で知り得た情報は、統計的に処理いたしますので、個々のアンケートに記載さ

れた個別の情報を利用することは一切ございません。また、今回のアンケートによっ

て得られた個人情報（回答照会先等）は、本調査の目的以外には利用いたしません。 

 

� 本調査に関するお問い合わせ先 

本調査に関して、ご不明な等がございましたら、下記までお知らせください。 

＜調査趣旨に関して＞ 

独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ） 

ＩＴスキル標準センター 業務推進グループ 

（担当：島田
し ま だ

）TEL：03-5978-7544 

＜アンケートの設問趣旨・記入方法等に関して＞ 

みずほ情報総研株式会社 

リサーチ・アンド・サイエンス事業部 情報・コミュニケーション部 

（情報戦略チーム調査担当） 
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【御社概要】※ 御社（単体）に関する情報をご記入ください（連結決算対象企業を除く）。 

※※※※ 御社御社御社御社とととと取引取引取引取引のあるのあるのあるのある主要顧客主要顧客主要顧客主要顧客にににに、、、、����をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。（。（。（。（複数記入可複数記入可複数記入可複数記入可）））） 主要顧客 

※�を記入 【【【【国内国内国内国内】】】】□個人 □民間法人 □公的法人 【【【【海外海外海外海外】】】】□個人 □民間法人 □公的法人 

※※※※ 同業者同業者同業者同業者((((御社御社御社御社とととと同様同様同様同様またはまたはまたはまたは類似類似類似類似のののの製品製品製品製品・・・・サービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供しているしているしているしている法人法人法人法人))))とのとのとのとの取取取取引引引引のののの状況状況状況状況 同業者 
受発注比率 

※�を記入 

(�は１つずつ) 

【【【【同業者同業者同業者同業者からのからのからのからの受注受注受注受注のののの割合割合割合割合】】】】（（（（対年間売上対年間売上対年間売上対年間売上）））） 

□１／４未満 □１／４から半分程度 

□半分から３／４程度 □３／４以上 

【【【【同業者同業者同業者同業者へのへのへのへの発注発注発注発注のののの割合割合割合割合】】】】（（（（対年間売上対年間売上対年間売上対年間売上）））） 

□１／４未満 □１／４から半分程度 

□半分から３／４程度 □３／４以上 

主要法人 
顧客業種 
※○を記入 

(複数可) 

１．農林漁業 

２．鉱業 

３．建設業 

４．製造業（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾒｰｶ関連） 

５．製造業（上記以外） 

６．電気・ガス・熱供給・水道業 

７．運輸業 

８．通信業 

９．卸売・小売・飲食店 

10．金融・保険業 

11．不動産業 

12．情報サービス業 

13．その他サービス業 

14．公務その他 

15．法人取引はない 

企
画 

１．経営／業務改革コンサルティング 

２．システムコンサルティング（システム導入、戦略的アプリケーション提案） 
３．IT投資評価・システム監査 

開
発 

４．システムインテグレーション 
５．パッケージソフトの開発・販売 
６．パッケージソフトの導入・カスタマイズ 

７．ハードウェア関係（組込み系）のソフトウェア開発 
８．専門分野のソフトウェア開発受託（ＣＡＤ、ＥＤＡなどの技術系） 
９．その他システム開発受託（業務系ほか） 

運
用 

10．ネットワークアウトソーシング（ＡＳＰ、ＩＤＣ以外） 
11．ＩＤＣサービス（ハウジング／ホスティングを含む） 
12．遠隔監視 

13．ＡＳＰサービス（ＳａａＳを含む） 
14．受託計算サービス 

シ
ス
テ
ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発 

総
合 

15．一括ＩＴアウトソーシング 
16．ビジネスプロセスアウトソーシング（コールセンターを除く） 

17．コールセンター 

主要事業 

※○を記入 

(複数可) 

そ
の
他 

18．データベース／専門情報提供 
19．デジタルコンテンツ制作 
20．教育サービス提供 

21．技術者派遣 
22．ＰＣ／ハードウェア・記憶装置等製造 
23．上記以外（            ） 

【【【【情報情報情報情報サービスサービスサービスサービス・・・・ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア企業企業企業企業】】】】 

□独立系 □コンピュータメーカー系 □ユーザー企業系 □外資系 □その他 

【【【【製造業製造業製造業製造業】】】】 □コンピュータメーカー（総合電器メーカ等のコンピュータ部門など） 

資本系列 

企業業種 

※�を記入 
(�は１つだけ) 【【【【そのそのそのその他他他他】】】】 □インターネット関連サービス提供  □通信関連  □その他 

 

【回答照会先】※ お差支えない範囲で、回答内容に関する照会先をご記入ください。 

企業名  

部署・役職名  

ご回答者氏名  

住所 
〒 

電話番号  FAX番号  

E-Mail  
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Ⅰ．ソフトウェア製品の輸出入に関する状況について 

 

Ⅰでは、以下のような「ソフトウェア製品」の国内企業・海外企業間における取引につ

いてお尋ねします。なお、この取引には、外資系企業の日本法人との取引も含まれます。 

 

【Ⅰの設問の対象となるソフトウェア製品の種類】 

 

� 御社では、2006 年度の決算期間において、海外のＩＴ企業によって製作されたソフト

ウェア製品（その日本語版を含む）を購入した実績がありますか。以下の①②のケース

について、それぞれ「あり」「なし」のいずれかに�をつけてください。 
 

Ａ．「海外発ソフトウェア製品の購入」に関する実績の有無 

① 海外ＩＴ企業からのソフトウェア製品の直接購入 □あり □なし 

② 外資系ＩＴ企業の日本法人等からのソフトウェア製品の購入 

（海外発ソフトウェア製品の日本語版を含む） 
□あり □なし 

• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店
• 国内ＩＴ企業 等

• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店
• 国内ＩＴ企業 等

• 国内ＩＴ企業
• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店

等

• 国内ＩＴ企業
• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店

等

①①①①

海外ＩＴ企業海外ＩＴ企業

②②②②

＜＜＜＜海外海外海外海外＞＞＞＞＜＜＜＜海外海外海外海外＞＞＞＞ ＜＜＜＜日本国内日本国内日本国内日本国内＞＞＞＞＜＜＜＜日本国内日本国内日本国内日本国内＞＞＞＞

 
 

� 上の①②ともに「なし」と回答された場合は、�（p.2）にお進みください。 

� 上のいずれかで「あり」と回答された場合は、以下の設問にお答えください。 
 

� �の「購入実績金額」を、上記①については購入先の「相手国名」、②については購入

先外資系企業の「本社所在国名」とともに、ソフトウェアの種類別に、ご記入ください。 

※ 本調査における「購入実績金額」とは、御社と取引先企業との実際の取引金額を指します。 

※ 主要３ヶ国のみ国名をご記入いただき、その他の取引先は「その他」にまとめてご記入ください。 

 

① 海外からのソフトウェア製品の直接購入    総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

◇ ベーシックソフト 

相手国名    （その他） 

購入実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 

◇ アプリケーションソフト 

相手国名    （その他） 

購入実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 
 

◇ ベーシックソフト（ライセンスを含む） 

不特定多数のユーザーを対象として開発されたソフトであり、言語プログラム、ライブラリ、

ミドルウェアの他、ユーティリティソフト等を含む。 

◇ アプリケーションソフト（ライセンスを含む） 

不特定多数のユーザーを対象として開発された業種・業務ソフト。 

※ 旧来の調査に含まれていた「カスタムソフト」（自社を含む特定ユーザーのためのオーダーメイドのソフトウ

ェア）の輸出入については、オフショアリングの動向などとして、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの設問でお答えください。 
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② 外資系日本法人からのソフトウェア製品の購入    総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

◇ ベーシックソフト 

本社所在国名    （その他） 

購入実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 

◇ アプリケーションソフト 

本社所在国名    （その他） 

購入実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 

 

� 御社では、2006 年度の決算期間において、海外企業、もしくは、海外へのソフトウェ

ア販売を行っている事業者等に対して、ソフトウェア製品を販売した実績がありますか。

以下の「あり」「なし」のいずれかに�をつけてください。 
 

Ｂ．「海外へのソフトウェア製品の販売」に関する実績の有無 

① 海外企業へのソフトウェア製品の直接販売 □あり □なし 

② 海外へのソフトウェア販売を行っている事業者等へのソフトウェア 

製品の販売（海外法人への間接販売） 
□あり □なし 

海外ＩＴ企業
海外一般企業

海外ＩＴ企業
海外一般企業 • 外資系ＩＴ企業日本法人

• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店
• 国内ＩＴ企業 等

• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店
• 国内ＩＴ企業 等

①①①①

②②②②

• 国内ＩＴ企業
• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店

等

• 国内ＩＴ企業
• 外資系ＩＴ企業日本法人
• 国内ｿﾌﾄｳｪｱ販売代理店

等

＜＜＜＜海外海外海外海外＞＞＞＞＜＜＜＜海外海外海外海外＞＞＞＞ ＜＜＜＜日本国内日本国内日本国内日本国内＞＞＞＞＜＜＜＜日本国内日本国内日本国内日本国内＞＞＞＞

 
 

� 上のいずれかで「あり」と回答された場合は、以下の設問にお答えください。 

� �の「販売実績金額」と、販売先の「相手国名」（②については最終的な販売相手先国

名）を、ソフトウェアの種類別にご記入ください。 

※ 本調査における「販売実績金額」とは、御社と取引先企業との実際の取引金額を指します。 

※ 主要３ヶ国のみ国名をご記入いただき、その他の取引先は「その他」にまとめてご記入ください。 
 

① 海外へのソフトウェア製品の直接販売 総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

◇ ベーシックソフト 

相手国名    （その他） 

販売実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 

◇ アプリケーションソフト 

相手国名    （その他） 

販売実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 
    
② 海外へのソフトウェア製品の間接販売    総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

◇ ベーシックソフト 

相手国名    （その他） 

販売実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 

◇ アプリケーションソフト 

相手国名    （その他） 

販売実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 
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Ⅱ．オフショア開発の実施状況について 

 

� 御社では、2006 年度の決算期間において、オフショア開発(※)を実施した実績があり

ますか。発注の形態別に、以下の「あり」「なし」のいずれかに�をつけてください。 

※ 本調査における「オフショア開発」とは、国内で受注したソフトウェア開発業務を海外で実施するために、

自社の海外子会社や海外のＩＴ企業（その日本法人を含む）に発注することを指します。 

 

① 海外子会社や海外ＩＴ企業等、海外法人への直接
．．
発注 □あり □なし 

② 国内子会社や海外ＩＴ企業等の日本法人を経由した 

海外法人への間接
．．
発注 

□あり □なし 

 

� 上の①②ともに「なし」と回答された場合は、p.6 にお進みください。 

� 上のいずれかで「あり」と回答された場合は、以下の設問にお答えください。 

� �の「取引実績金額」（発注総額）と「発注先国名」（②については最終的な海外発注先

国名）をご記入ください。 

※ 本調査における「取引実績金額」とは、取引先企業と御社との実際の取引金額を指します。 

※ 主要３ヶ国のみ国名をご記入いただき、その他の発注先国は、「その他」にまとめてご記入ください。 

 

① 海外法人への直接発注    総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

発注先国名    （その他） 

発注総額 百万円 百万円 百万円 百万円 
 

② 国内法人を経由した海外法人への間接発注    総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

発注先国名    （その他） 

発注総額（※） 百万円 百万円 百万円 百万円 

※ 可能な限り、御社と取引のある国内法人から海外法人への発注金額をご記入ください。 

 

� 御社がオフショア開発の対象としている主な業務は何ですか。� の国名を記入し、そ

れぞれの国別に、当てはまる番号に○をつけてください。（複数回答可） 
 

国名（記入） 回答（当てはまる番号すべてに○をつけてください） 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ 

 

１．要件定義 ４．プログラミング ７．総合テスト 

２．基本設計 ５．単体テスト ８．技術研究・開発 

３．詳細設計 ６．結合テスト ９．その他（        ） 
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� 御社がオフショア開発に取り組む目的は何ですか。御社の発注実績のある � の国名を

記入し、それぞれの国別に、当てはまる番号に○をつけてください。（複数回答可） 
 

国名（記入） 回答（当てはまる番号すべてに○をつけてください） 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ – ８ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ – ８ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ – ８ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ – ８ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ – ８ 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ – ８ 

 

１．開発コストの削減 

２．開発スピードの向上 

３．海外の高い技術力の活用 

４．国内で不足している人材の確保 

５．海外市場の開拓 

６．自社の得意業務への資源集中 

７．ビジネスのグローバル化への対応 

８．その他（           ） 

 

� 御社では、これまでに行ったオフショア開発の成果を、どのように評価していますか。 

御社の発注実績のある � の国名を記入し、それぞれの国別に、「コスト」「品質」「納

期」「技術水準」の４点について、当てはまる番号に○をつけてください。 
 

回答（当てはまる番号に○をつけてください） 
国名（記入） 

コスト 品質 納期 技術水準 

 １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ 

 １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ 

 １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ 

 １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ 

 １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ 

 １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ １・２・３・４ 

 

１．非常に満足 ２．概ね満足 ３．やや不満 ４．非常に不満 

 

	 御社におけるオフショア開発の平均的なコスト削減効果(※)は、おおよそどの位ですか。 

当てはまる番号に○をつけてください。 

※ すべての業務を国内で行った場合と比較した際のコスト削減率 
 

１．実質的にはほとんどない ３．１割程度 ５．３割程度 ７．５割程度 

２．１割未満 ４．２割程度 ６．４割程度 ８．それ以上 
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 御社は、国外にオフショア開発拠点（子会社、あるいは、それに該当する現地法人）を

設置していますか。設置している場合は、拠点数（海外事業所数）と拠点人員数をご記

入いただき、拠点が存在する国・地域を、以下からすべて選んで○をつけてください。 
 

□ 設置していない � � にお進みください。 

□ 設置している（計      拠点／拠点人員数合計 約       名） 

� 

１．中国 ６．ベトナム 11．オーストラリア 16．中南米諸国 

２．韓国 ７．フィリピン 12．アメリカ・カナダ 17．イスラエル・中東諸国 

３．台湾 ８．マレーシア 13．ＥＵ諸国 18．その他（       ） 

４．インド ９．シンガポール 14．東欧諸国   

５．タイ 10．インドネシア 15．ロシア 

� 


 （
で「設置している」と答えた場合）御社における（Ａ）オフショア開発拠点の数と、

（Ｂ）その拠点の人員規模の拡大・縮小の予定について、以下から、それぞれ当てはま

るものを選び、○をつけてください。 
 

Ａ．オフショア開発拠点の数 Ｂ．拠点の人員数 

１．拠点の数を増やす予定がある 

２．拠点の数を減らす予定がある 

３．拠点数の増減予定はない 

１．拠点の人員を増やす予定がある 

２．拠点の人員を減らす予定がある 

３．人員数の増減予定はない 

 

� 御社では、国内日本人技術者に対して、オフショア開発に必要な教育を実施しています

か。実施している場合は、その内容について、簡単にご記入ください。 
 

１．実施している � （内容：                        ） 

２．必要性は感じているが、まだ実施していない 

３．必要性を感じていないため、実施していない 

 

� 御社では、海外ＩＴ技術者の評価等にあたって、情報処理技術者試験（相互認定制度）

を利用したことがありますか。また、今後利用してみたいと考えますか。 
 

１．利用したことがある 

２．利用したことはないが、今後利用してみたい 

３．利用したことはなく、今後も特に利用の予定はない 
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Ⅲ．オフショア開発に対する御社の意向について 

 

以下の設問は、オフショア開発の実施有無にかかわらず、全ての方にご回答願います。 

 

� 御社では、今後、オフショア開発にどのように取り組みたいと考えていますか。 

現在のオフショア開発の実施状況に応じて、以下のいずれかにお答えください。 
 
【現在、オフショア開発を実施している場合】 【現在、オフショア開発を実施していない場合】 

１．現在よりも拡大したい 

２．現在と同程度の規模で継続したい 

３．現在よりも縮小したい 

 

 

１．今後積極的に取り組みたい 

２．現在、今後の実施について検討中 

３．当面実施の予定はない 

 

� 御社がオフショア開発に対して感じる課題は何ですか。（複数回答可） 

【現在オフショア開発を実施している場合】  Ⅱ－� の国名を記入し、回答に○をつけてください。 

【現在オフショア開発を実施していない場合】  下表「（未実施の場合）」欄に、○をつけてください。 
 

国名（記入） 回答（当てはまる番号すべてに○をつけてください） 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ - 10 - 11 - 12 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ – 10 – 11 – 12 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ – 10 – 11 – 12 

 １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ – 10 – 11 – 12 

（未実施の場合） １ - ２ - ３ - ４ - ５ - ６ - ７ - ８ - ９ – 10 – 11 – 12 
 

１．品質管理が難しい ７．情報ｾｷｭﾘﾃｨや情報管理に問題がある 

２．納期が守られない ８．知的財産権の保護に不安がある 

３．言語が異なりｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが難しい ９．国内に技術やﾉｳﾊｳが蓄積されなくなる 

４．文化や商慣習等が異なる 10．為替リスクが大きい 

５．技術力の高い人材の確保が難しい 11．政情不安等の危険がある 

６．現地の人件費が上昇している 12．その他（             ） 

 

� 御社が、オフショア開発の委託先を選ぶ際に重視している（もしくは、重視したいと考

える）ポイントを、以下から３つまで選び、当てはまる番号に○をつけてください。 
 

１．日本語のコミュニケーション力 ７．価格の妥当性 

２．日本企業との取引実績 ８．CMM・ISO等の管理体制 

３．日本法人・営業拠点の設置状況 ９．重要な関係者や取引先等からの紹介 

４．日本との距離的な近さ 10．自国や相手国の業界における評判 

５．技術者の質・量 11．経営の安定度や経営トップの力量 

６．納期の短さ 12．その他（            ） 
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Ⅳ．ソフトウェア開発業務の海外からの受注について 

 

� 御社は、2006 年度の決算期間において、海外法人(※)から、ソフトウェア設計・開発

業務を直接受注した実績がありますか。以下のいずれかに�をつけてください。 

※ 海外のＩＴ企業等の他、日本企業の海外現地法人を含みます。 

 

□あり □なし � 以下のⅤにお進みください。 

� 

� �の「取引実績金額」（受注総額）と発注元の海外法人の「国名」をご記入ください。 

※ 本調査における「取引実績金額」とは、取引先企業と御社との実際の取引金額を指します。 

※ 主要３ヶ国のみ国名をご記入いただき、その他の発注元国は、「その他」にまとめてご記入ください。 

 

○ 海外法人からの直接受注    総額総額総額総額                                        百万円百万円百万円百万円    

発注元国名    （その他） 

受注実績金額 百万円 百万円 百万円 百万円 

 

 

Ⅴ．本アンケートの設問設計について 

 

本調査は、本格的な調査設計のための予備調査として実施されておりますので、本アン

ケートの設問に対しても、ご意見をお寄せいただきたくお願い申し上げます。 

 

� 本アンケートの各設問に対する回答のしやすさについて、以下の当てはまる番号に○を

つけてください。なお、「やや／非常に困難である」と回答された場合は、次頁の記入

欄に、その理由もご記入いただければ幸いです。 
 

１．容易である ２．やや困難である ３．非常に困難である 

 

頁 パート 設問番号・設問内容 
回答しやすさ 
（上記参照） 

p.1 ��海外発ソフトウェア製品の購入実績 １・２・３ 

p.2 
Ⅰ 

��海外へのソフトウェア製品の販売実績 １・２・３ 

p.3 ��オフショア開発の実施状況 １・２・３ 

p.3～4 ���オフショア開発の対象業務／目的／成果 １・２・３ 

p.4 	オフショア開発の平均コスト削減効果 １・２・３ 



オフショア開発拠点の有無／拠点・人員数 １・２・３ 

�オフショア開発に必要な教育の実施状況 １・２・３ p.5 

Ⅱ 

�情報処理技術者試験（相互認定制度）の利用 １・２・３ 

p.6 Ⅲ ���オフショア開発に対する意向 １・２・３ 
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頁 パート 設問番号・設問内容 
回答しやすさ 
（上記参照） 

p.7 Ⅳ ��ソフトウェア開発業務の海外からの受注実績 １・２・３ 

 

【設問に対するご意見等】 

 

� 本アンケートにお答えいただくためには、最低限どのくらいの回答期間が必要ですか。 
 

１．２週間程度 ２．３週間程度 ３．１ヶ月程度 

４．１ヶ月以上 → （   ）ヶ月程度 

５．アンケートには回答できない（→ �に理由等をご記入ください） 

 

� 今後、本アンケートが継続的に実施される場合に、ご指定の送付先がありましたら、 

以下にご記入ください。 
 

□ 今回のご回答者（「回答内容照会先」記入内容）と同じ（→ 本欄のご記入は不要です。） 

企業名  

部署・役職名  

ご回答者氏名  

住所 〒 

電話番号  FAX番号  

E-Mail  

 

� 本アンケートに関して、ご意見等がございましたら、以下に自由にご記入ください。 
 

 

～ アンケートは以上です。御協力ありがとうございました。～ 


